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本本本校校校ののの教教教育育育理理理念念念   

  「自立の精神と創造性に富み、広い視野と豊かな心を兼ね備えた、        
 

  社会に貢献できる技術者の育成」  

本本本科科科（（（準準準学学学士士士課課課程程程）））ののの教教教育育育目目目的的的 
次のような実践的技術者を育成する。 

（１）自立の精神と創造性に富んだ技術者 

（２）広い視野と豊かな心を兼ね備えた技術者 

（３）社会に貢献できる技術者 

 

本本本科科科ののの教教教育育育目目目標標標(((卒卒卒業業業時時時ににに身身身ににに付付付けけけるるる資資資質質質、、、能能能力力力)))   

（１）広い視野と豊かな心の涵養 
（２）数学、自然科学、情報処理に関する基礎能力 
（３）専門に関する基礎知識と技術の修得 
（４）問題を分析し、解決する能力 
（５）自ら学び、工夫する能力 
（６）コミュニケーション能力 
 

材材材料料料工工工学学学科科科ののの教教教育育育目目目的的的   

ものづくりの基礎となる工業材料に関する専門知識を修得し、これ

らの知識を応用して社会の発展に貢献できる材料技術者を育成します。 
   

材材材料料料工工工学学学科科科ののの教教教育育育目目目標標標   

金属およびセラミックス材料などに関する次にあげる基礎的な知識

や技術を修得し、それらを活用できる能力を養成します。 
 

・ 物性、構造、性質 
・ 製造プロセス、加工技術 
・ 材料工学に関連した周辺技術 

miyahara
タイプライターテキスト

miyahara
タイプライターテキスト



材料工学科

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

材料工学入門 情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 応用情報処理演習

応用情報処理

画像工学

無機化学 セラミックス材料学Ⅰ セラミックス材料学Ⅱ 機能材料 機能性無機材料学

材料化学Ⅰ 材料化学Ⅱ

電気化学Ⅰ 電気化学Ⅱ 表面処理工学

腐食防食工学

物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ 材料合成プロセス 応用物理化学

材料工学概論

→必修を表す 半導体材料

電気･電子工学概論 材料物性学Ⅰ 材料物性学Ⅱ

→選択を表す

金属物理学Ⅰ 金属物理学Ⅱ 結晶構造解析

材料力学 塑性加工学 材料強度学 高温強度学

融体加工学

材料組織学 金属材料学Ⅰ 金属材料学Ⅱ 構造材料学 材料組織制御

金属熱処理論 材料評価学

接合工学

材料工学演習

先端工学特論

環境工学 高分子材料学特論 専攻科特論専門Ⅰ

図学 基礎設計製図 材料工学設計製図 専攻科特論専門Ⅱ

品質管理 材料工学特論

実
験
・
実
習

材料加工実習

化学実験 材料機器分析実験 応用物理実験 材料化学実験 材料物性実験 材料加工実験 創造工学実験

材料組織実験 材料評価実験

卒業研究 専攻科研究論文

専攻科インターンシップ

工
学
基
礎
科
目

数学Ⅰ 数学ⅡA 数学ⅢA 応用数学Ⅰ 応用数理Ⅰ 応用数理Ⅱ 応用数理Ⅲ

数学ⅡB 数学ⅢB 応用数学Ⅱ 応用数学Ⅲ

物理 応用物理Ⅰ 現代物理学 量子力学 統計力学及び熱力学

応用物理Ⅱ

化学Ⅰ 化学Ⅱ 物性化学

地学 生物応用化学特論

語
学

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 実践英語Ⅰ 実践英語Ⅱ 実践英語Ⅲ

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ 英語演習Ⅲ 工業英語 技術英語

時事英語

国語Ⅰ 国語Ⅱ 国語Ⅲ 実用英語

英語購読

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ 中国語Ⅲ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ 韓国語Ⅲ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅲ

人
文
社
会
系
科
目

西欧文化論 技術哲学 産業デザイン論 産業デザイン演習 環境倫理学 工学倫理

倫理 政治・経済 中国思想史 経済学 地球環境と現代生物学

地理 世界史 日本史 文化人類学 スポーツ科学

法学 人権論 産業財産権特論

アラブ文化 歴史学入門

日本思想史 専攻科特論一般Ⅰ 専攻科特論一般Ⅱ

保
健
・
体
育

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ 体育Ⅴ

保健

芸
術 美術



 

 

 

 

１  年 



材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
国語 I 4 2
国語 II 2 4
国語 III 2 2
倫理 2 2
地理 2 2

世界史 2 2
政治・経済 2 2

日本史 2 2
数学　I 6 6

数学　IIA 4 4
数学　IIB 2 2
数学　IIIA 4 4
数学　IIIB 2 2

物理 4 4
化学 I 4 2
化学 II 2 2
地学 2 2
英語 I 4 4

英語演習I 2 2
英語II 4 2

英語演習 II 2 2
英語III 2 2

英語演習 III 2 2
英語 IV 2 2
英語 V 2
保健 2
体育 I 2 2
体育 II 2 2
体育 III 2 2
体育 IV 2
体育 V 2

芸術 美術 2
30 26 26 26 16 16 2 4 4 0

西欧文化論 2
中国思想史 2
文化人類学 2

法学 2
アラブ文化 2 (2) (2)
日本思想史 2 (2) (2)
技術哲学 2 (2)
経済学 2 (2)

スポーツ科学 2 (2)
人権論 2 (2)

歴史学入門 2 (2)
時事英語 2 (2)
実用英語 2 (2)
英語講読 2 (2)
中国語 I 2 (2)
中国語 II 2
中国語 III 2
韓国語 I 2 (2)
韓国語 II 2
韓国語 III 2
ドイツ語 I 2 (2)
ドイツ語 II 2
ドイツ語 III 2

3 以上

78 以上 30 26 26 26 16 16

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　　　考

2
2

数
学

6

平成２３年度 １年

必
修
科
目

国
語

3
3
2

社
会

2
2
2

4
2
4
2

理
科

4
3
2
2

英
語

4
2
3
2
2
2
2
1

保
健
・
体
育

1
2
2
2
1
1
1

必修科目修得小計 75

選
択
科
目

Ⅰ
群

（
人
文
社
会
科
学
系

）

1

1

Ⅱ
群

（
語
学
系

）

1

1

2単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
選択科目修得小計 6 以上

一般科目修得合計 16 以上

毎　週　授　業　時　数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年



専門科目 材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2

2 2
2
2 2

2
2

2 2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2 2
2 学修単位

2
2
2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2
2 2

2
2

2
2

2 学修単位
2 学修単位

4
4

4
6
6

6
6

6
4 12

2 4 8 10 20 20 30 24 24 24
2 4年編入生のみ履修可
2

2
2

2
2

4
2

3 以上

89 以上 2 4 8 10 20 20

修得単位数総計
必修科目 30 26 26 26 16 16 2 4 4 0
選択科目 3 以上

小計 78 以上 30 26 26 26 16 16
必修科目 2 4 8 10 20 20 30 24 24 24
選択科目 3 以上

小計 89 以上 2 4 8 10 20 20
167 以上 32 30 34 36 36 36

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　　　考５年
毎　週　授　業　時　数

１年 ２年 ３年 ４年

必
修
科
目

材料工学入門 2
情報処理 I 2
情報処理 II 1
応用数学 I 2
応用数学 II 1
応用数学 III 1
応用物理 I 2
応用物理 II 2

材料加工実習 2
図学 1

基礎設計製図 1
電気・電子工学概論 2

無機化学 2
セラミックス材料学 I 1
セラミックス材料学 II 1

材料化学 I 2
材料化学 II 2
物理化学 I 2
物理化学 II 2

材料合成プロセス 2
電気化学 I 1
電気化学 II 1
環境工学 1

金属物理学 I 2
金属物理学 II 1
材料物性学 I 1
材料物性学 II 2

材料力学 2
塑性加工学 2
材料組織学 1
金属材料学 I 2
金属材料学 II 1
融体加工学 1

結晶構造解析 1
材料評価学 1

化学実験 2

材料工学演習 2
工業英語 2

材料機器分析実験 2
応用物理実験 2
材料化学実験 3
材料組織実験 3
材料物性実験 3
材料加工実験 3

1

材料評価実験 3
卒業研究 8

材料工学設計製図

必修科目修得小計 86

選
択
科
目

材料工学概論 1
短期インターンシップ 1

2
産業デザイン論

金属熱処理論 1
品質管理 1

接合工学 1
機能材料 1

選択科目修得小計 6 以上
専門科目修得合計 108 以上

一般
75

6 以上
16 以上

3単位以上修得

総修得単位数 124 以上

専門
86

6 以上
108 以上



1M01

3

 
 
      －



材料工学科 　　　 1年
倫理 1M02 藤木 篤

　　　　通年 　　講義 　 60  必修 　一般 2

人間尊重の精神に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解と思
索を深めさせるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、生きる主体としての自己の確立を
促し、良識ある公民として必要な能力と態度を育てることを、主たる目的とする。

 
 
      －

１．倫理学史についての基礎的な知識を身につける。 
２．現代社会における多様な倫理的諸課題を認識することができる。 
３．現代社会が直面している倫理的諸問題を、自己の課題として捉えたうえで、先哲の
基本的な考え方を手がかりにして、課題解決法について考察することができる。

前期 
１．イントロダクション 
２．青年期の課題と自己形成 
３．青年期の意義 
４．青年期の課題と生き方 
５．ギリシア思想 
６．キリスト教思想 
７．イスラム思想 
８．仏教思想 
９．中国思想 
10．古代日本人の思想 
11．日本の仏教思想 
12．儒学思想 
13．西洋思想の受容と展開 
14．多様な文化と共生の課題 
15．芸術と人間

教科書：『倫理』城塚登 他、実教出版 
資料集：『ワイド倫理』、東学 
その他の資料は授業中に適宜配布する。

原則として講義形式で授業を行う。

定期試験（中間試験＋期末試験）70%、課題レポート30%を目安として評価する。 
再試験は必要に応じて行う。 
評価基準：60点以上を合格とする。

後期 
１．現代の特質と倫理的課題(1) 
２．現代の特質と倫理的課題(2) 
３．人間の尊厳 
４．民主社会と人間の自己実現 
５．科学・技術と人間(1) 
６．科学・技術と人間(2) 
７．科学・技術と人間(3) 
８．人間への新たな問い 
９．社会参加と幸福 
10．生命倫理 
11．環境倫理 
12．家族・地域社会の課題 
13．高度情報化社会の課題 
14．人類の福祉と平和の課題 
15．技術者の役割と倫理的責務



1M03

2

 
 
      －



1M04

6

 
 
      －



1M05

3

 
 
      －



1M06

2

 
 
      －



1M07

4

 
 
      －



1M08

2

 
 
      －



1M09

1

 
 
      －



1M10

2

 
 
      －



1M11

1

 
 
      －



1M12

2

 
      



1M13

1

 
 
      －



 

 

 

 

２  年 



材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
国語 I 4 2
国語 II 2 4
国語 III 2 2
倫理 2 2
地理 2 2

世界史 2 2
政治・経済 2 2

日本史 2 2
数学　I 6 6

数学　IIA 4 4
数学　IIB 2 2
数学　IIIA 4 4
数学　IIIB 2 2

物理 4 4
化学 I 4 2
化学 II 2 2
地学 2 2
英語 I 4 4

英語演習I 2 2
英語II 4 2

英語演習 II 2 2
英語III 2 2

英語演習 III 2 2
英語 IV 2 2
英語 V 2
保健 2
体育 I 2 2
体育 II 2 2
体育 III 2 2
体育 IV 2
体育 V 2

芸術 美術 2
30 26 26 26 16 16 2 4 4 0

西欧文化論 2
中国思想史 2
文化人類学 2

法学 2
アラブ文化 2 (2) (2)
日本思想史 2 (2) (2)
技術哲学 2 (2)
経済学 2 (2)

スポーツ科学 2 (2)
人権論 2 (2)

歴史学入門 2 (2)
時事英語 2 (2)
実用英語 2 (2)
英語講読 2 (2)
中国語 I 2 (2)
中国語 II 2
中国語 III 2
韓国語 I 2 (2)
韓国語 II 2
韓国語 III 2
ドイツ語 I 2 (2)
ドイツ語 II 2
ドイツ語 III 2

3 以上

78 以上 30 26 26 26 16 16

毎　週　授　業　時　数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

一般科目修得合計 16 以上

1
選択科目修得小計 6 以上

1単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

2単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
必修科目修得小計 75

選
択
科
目

Ⅰ
群

（
人
文
社
会
科
学
系

）

1

1

Ⅱ
群

（
語
学
系

）

1

1

保
健
・
体
育

1
2
2
2
1
1

英
語

4
2
3
2
2
2
2
1

2

理
科

4
3
2
2

2

4
2
4

6

平成２３年度 ２年

必
修
科
目

国
語

3
3
2

社
会

2
2

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　　　考

2
2

数
学



専門科目 材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2

2 2
2
2 2

2
2

2 2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2 2
2 学修単位

2
2
2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2
2 2

2
2

2
2

2 学修単位
2 学修単位

4
4

4
6
6

6
6

6
4 12

2 4 8 10 20 20 30 24 24 24
2 4年編入生のみ履修可
2

2
2

2
2

4
2

3 以上

89 以上 2 4 8 10 20 20

修得単位数総計
必修科目 30 26 26 26 16 16 2 4 4 0
選択科目 3 以上

小計 78 以上 30 26 26 26 16 16
必修科目 2 4 8 10 20 20 30 24 24 24
選択科目 3 以上

小計 89 以上 2 4 8 10 20 20
167 以上 32 30 34 36 36 36総修得単位数 124 以上

専門
86

6 以上
108 以上

専門科目修得合計 108 以上

一般
75

6 以上
16 以上

材料工学設計製図

選択科目修得小計 6 以上

金属熱処理論 1
品質管理 1

接合工学 1
機能材料 1

必修科目修得小計 86

選
択
科
目

材料工学概論 1
短期インターンシップ 1

2
産業デザイン論 1

卒業研究 8

材料加工実験 3
材料評価実験 3

材料組織実験 3
材料物性実験 3

応用物理実験 2
材料化学実験 3

化学実験 2
材料機器分析実験 2

材料工学演習 2
工業英語 2

結晶構造解析 1
材料評価学 1

金属材料学 II 1
融体加工学 1

材料組織学 1
金属材料学 I 2

材料力学 2
塑性加工学 2

材料物性学 I 1
材料物性学 II 2

金属物理学 I 2
金属物理学 II 1

電気化学 II 1
環境工学 1

材料合成プロセス 2
電気化学 I 1

物理化学 I 2
物理化学 II 2

材料化学 I 2
材料化学 II 2

セラミックス材料学 I 1
セラミックス材料学 II 1

電気・電子工学概論 2
無機化学 2

図学 1
基礎設計製図 1

応用物理 II 2
材料加工実習 2

1
応用数学 III 1
応用物理 I 2

必
修
科
目

情報処理 I 2
情報処理 II 2
情報処理 III 1
応用数学 I 2
応用数学 II

毎　週　授　業　時　数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

3単位以上修得

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　　　考



2M01

3

 
 
      －



2M02

2

 
 
      －



2M03

2

 
 
      －



2M04

4

 
 
      －



2M05

2

 
 
      －



2M06

4

 
 
      －



2M07

2

 
 
      －



2M08

3

 
 
      －



2M09

2

 
 
      －



2M10

2

 
 
      －



2M11

2

 
 
      －



2M12

2

 
 
      －



2M13

1

 
 
      －



2M14

2

 
 
      －



2M15

2

 
 
      －



 

 
 
 

３  年 



材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
国語 I 4 2
国語 II 2 4
国語 III 2 2
倫理 2 2
地理 2 2

世界史 2 2
政治・経済 2 2

日本史 2 2
数学　I 6 6

数学　IIA 4 4
数学　IIB 2 2
数学　IIIA 4 4
数学　IIIB 2 2

物理 4 4
化学 I 4 2
化学 II 2 2
地学 2 2
英語 I 4 4

英語演習I 2 2
英語II 4 2

英語演習 II 2 2
英語III 2 2

英語演習 III 2 2
英語 IV 2 2
英語 V 2
保健 2
体育 I 2 2
体育 II 2 2
体育 III 2 2
体育 IV 2
体育 V 2

芸術 美術 2
30 26 26 26 16 16 2 4 4 0

西欧文化論 2
中国思想史 2
文化人類学 2

法学 2
アラブ文化 2 (2) (2)
日本思想史 2 (2) (2)
技術哲学 2 (2)
経済学 2 (2)

スポーツ科学 2 (2)
人権論 2 (2)

歴史学入門 2 (2)
時事英語 2 (2)
実用英語 2 (2)
英語講読 2 (2)
中国語 I 2 (2)
中国語 II 2
中国語 III 2
韓国語 I 2 (2)
韓国語 II 2
韓国語 III 2
ドイツ語 I 2 (2)
ドイツ語 II 2
ドイツ語 III 2

3 以上

78 以上 30 26 26 26 16 16一般科目修得合計 16 以上

1
選択科目修得小計 6

1単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

2単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
必修科目修得小計 75

選
択
科
目

Ⅰ
群

（
人
文
社
会
科
学
系

）

1

1

Ⅱ
群

（
語
学
系

）

1

1

保
健
・
体
育

1
2
2
2
1
1

2
2
2
1

4
2
3
2

4
2

理
科

4
3
2
2

2
6
4
2

必
修
科
目

国
語

3
3
2

社
会

2
2
2
2

平成２３年度 ３年

数
学

英
語

授　　業　　科　　目
毎　週　授　業　時　数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

以上

単位数 備　　　　　　考



専門科目 材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2

2 2
2
2 2

2
2

2 2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2 2
2 学修単位

2
2
2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2
2 2

2
2

2
2

2 学修単位
2 学修単位

4
4

4
6
6

6
6

6
4 12

2 4 8 10 20 20 30 24 24 24
2 4年編入生のみ履修可
2

2
2

2
2

4
2

3 以上

89 以上 2 4 8 10 20 20

修得単位数総計
必修科目 30 26 26 26 16 16 2 4 4 0
選択科目 3 以上

小計 78 以上 30 26 26 26 16 16
必修科目 2 4 8 10 20 20 30 24 24 24
選択科目 3 以上

小計 89 以上 2 4 8 10 20 20
167 以上 32 30 34 36 36 36

産業デザイン論 1

セラミックス材料学 II 1

材料工学設計製図

機能材料

2

2

工業英語 

材料工学概論

材料加工実験

8

3
材料評価実験

2
応用物理実験

2
2化学実験

1

一般
75

選
択
科
目

選択科目修得小計

金属熱処理論 1
1

品質管理

材料機器分析実験

124

6

6

専門
86

108

専門科目修得合計 108

16
6

以上

以上

基礎設計製図

セラミックス材料学 I 1

総修得単位数
以上

以上

以上

1

以上

材料化学実験 3

以上

86

短期インターンシップ 1
接合工学 1

1

融体加工学
金属材料学 II 1

1

材料評価学 1
材料工学演習 2

材料組織学

材料物性学 I 1

塑性加工学 2

材料物性学 II 2
材料力学 2

1

2
2
1

応用数学 II 1

情報処理 I

2
情報処理 III

1

金属物理学 II 1

材料加工実習 2

電気化学 I 1
電気化学 II

金属物理学 I

1

材料化学 I

応用物理 I

応用数学 I

必
修
科
目

材料化学 II

情報処理 II

応用数学 III

2

1

無機化学 2

1
電気・電子工学概論 2

図学

結晶構造解析

2
応用物理 II 2

材料合成プロセス 2
物理化学 II 2
物理化学 I 2

2

2
環境工学 1

金属材料学 I 2

必修科目修得小計

材料組織実験 3

3

材料物性実験 3

卒業研究

４年 ５年

3単位以上修得

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　　　考
毎　週　授　業　時　数

１年 ２年 ３年



3M01

2

 
 
      －



3M02

2

 
 
      －



3M03

4

 
 
      －



3M04

2

 
 
      －



3M05

2

 
 
      －



3M06

2

 
 
      －



3M07

2

 
 
      －



3M08

2

 
 
     -



3M09

2

 
 
      －



3M10

2

 
 
      －



3M11

1

 
 
      －



3M12

2

 
 
     －



3M13

2

 
 
      －



3M14

2

 
 
  B-2 



3M15

2

 
 
      －



3M16

1

 
 
      －



3M17

2

 
 
      －



3M18

2

 
 
      －



3M19

2

 
 
   - 
      



3M20

2

 
 
     － 



久留米高専 JABEE 技術者教育プログラム学習・教育目標 

（平成２３年度版） 

 

■材料工学プログラム 

（Ａ）自然科学および情報処理技術に関する知識 

(A-1) 数学、物理、化学などの自然科学に関する基礎知識とその応用力を身に付

ける。 

(A-2) 情報処理に関する知識や技術を専門分野に適応させる能力を身に付ける。 

（Ｂ）材料に関する基本的知識と応用力 

(B-1) 材料、特に金属およびセラミックス材料の物性、構造、性質についての基

礎知識を身に付ける。 

(B-2) 材料、特に金属およびセラミックス材料の製造プロセスについての基礎知

識を身に付ける。 

(B-3) これらの知識を工学問題の解決に活用できる能力を身に付ける。 

（Ｃ）工学的基礎原理・現象の理解能力 

(C-1) 工学的な基礎原理・現象を実験によって理解できる能力を身に付ける。 

（Ｄ）調査および実行能力 

(D-1) 課題に対して自主的に調査する能力を身に付ける。 

(D-2) 計画性を持って物事に取組み、実行する能力を身に付ける。 

(D-3) 課題の結果を間違いの少ない文章および口頭で表現し、討論できる能力を

身に付ける。 

（Ｅ）異文化理解とコミュニケーション能力 

(E-1) 外国に関する知識及び国際的コミュニケーションの基礎能力を身に付け

る。 

（Ｆ）多面的視野と技術者倫理 

(F-1) 技術の人間社会や自然環境への関わりを理解し、グローバルに物事を考え

る能力を身に付ける。 

(F-2) 技術者の社会的責任を自覚する能力を身に付ける。 

（Ｇ）地域産業での実務経験 

(G-1) インターンシップなどの実務経験を通して、多面的に物事を考える能力を

身に付ける。 



各学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ

学習・
教育目標

授　　業　　科　　目

４年 ５年 専１年 専２年

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

(A)

A-1

応用数学I
 (◎)[2]

応用数学II
 (◎)[1]

応用数学
III

 (◎)[1]

応用数理I
(◎)[2]

応用数理II
(◎)[2]

応用数理
III

(◎)[2]

地球環境と
現代生物学
(◎)[2]

現代
物理学
(◎)[2]

量子力学
(◎)[2]

統計力学
及び

熱力学
(◎)[2]

材料工学
設計製図
(○)[2]

物性化学
(◎)[2]

A-2

情報処理
III

(◎)[1]

応用情報
処理演習
(◎)[2]

応用情報処
理(◎)[2]

画像工学
(○)[2]

B-1

材料化学II
(◎)[2]

高分子材料
特論

(◎)[2]

材料工学
演習

(◎)[2]

半導体材料
(◎)[2]

金属
物理学II
(◎)[1]

結晶構造
解析

(◎)[1]

材料物性学
I

 (◎)[1]

材料物性学II
 (◎)[2]

構造材料学
(◎)[2]

材料組織
制御

(◎)[2]

材料評価学
(◎)[1]

金属材料学I
 (◎)[2]

金属
材料学II
 (◎)[1]

材料強度学
(◎)[2]

高温強度学
(◎)[2]

セラミック
ス材料学
II(◎)[1]

機能性
無機材料学
(◎)[2]



(B)

B-2

材料工学
演習

(◎)[2]

物理化学II
(◎)[2]

材料合成
プロセス
（◎)[2]

応用
物理化学
(◎)[2]

電気化学
I(◎)[1]

電気化学
II(◎)[1]

表面処理
工学

(◎)[2]

腐食防食
工学

(◎)[2]

融体加工学
(◎)[1]

接合工学
(○)[1]

金　　属
熱処理論
（○）[1]

機能材料
(○)[1]

塑性加工学
 (◎)[2]

B-3
卒業研究
　(◎)[8]

専攻科研究論文
(◎)[10]

材料工学
設計製図
(○)[2]

創造工学
実験

(◎)[2]

(C) C-1

材料化学
実験

(◎)[3]

材料評価
実験

(◎)[3]

材料組織
実験

(◎)[3]

材料物性
実験

(◎)[3]

材料加工
実験

(◎)[3]

(D)

D-1

専攻科研究論文
(◎)[10]

卒業研究
(◎)[8]

創造工学
実験

(◎)[2]

D-2

卒業研究
(◎)[8]

専攻科研究論文
(◎)[10]

産業デザイ
ン論

（○）[1]

産業デザ
イン演習
(◎)[2]

創造工学
実験

(◎)[2]



D-3

産業財産権
特論

(○)[2]

卒業研究
(◎)[8]

専攻科研究論文
(◎)[10]

(E) E-1

英語Ⅳ
(◎)[2]

英語Ⅴ
(◎)[1]

実践英語Ⅰ
(◎)[1]

実践英語II
(◎)[1]

実践英語
III

(◎)[2]

工業英語I
(◎)[2]

技術英語
(◎)[1]

(F)

F-1

先端工学
特論

(◎)[1]

環境工学
(◎)[1]

地球環境と
現代生物学
(◎)[2]

環境倫理学
(◎)[2]

F-2

短期
インターン

シップ
品質管理
(○)[1]

工学倫理
(◎)[2]

専攻科
インターン

シップ

(G) G-1

(○)[1]
短期

インターン
シップ

(◎)[7]
専攻科

インターン
シップ

(○)[1] (○)[7]
(◎)は主体的に含んでいる場合、（○）は付随的に含んでいる場合で、時間数の割合は10％以上である。



 

 
 
 

４  年 



材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
国語 I 4 2
国語 II 2 4
国語 III 2 2
倫理 2 2
地理 2 2

世界史 2 2
政治・経済 2 2

日本史 2 2
数学　I 6 6

数学　IIA 4 4
数学　IIB 2 2
数学　IIIA 4 4
数学　IIIB 2 2

物理 4 4
化学 I 4 2
化学 II 2 2
地学 2 2
英語 I 4 4

英語演習I 2 2
英語II 4 2

英語演習 II 2 2
英語III 2 2

英語演習 III 2 2
英語 IV 2 2
英語 V 2
保健 2
体育 I 2 2
体育 II 2 2
体育 III 2 2
体育 IV 2
体育 V 2

芸術 美術 2
30 26 26 26 16 16 2 4 4 0

西欧文化論 2
中国思想史 2
文化人類学 2

法学 2
アラブ文化 2 (2) (2)
日本思想史 2 (2) (2)
技術哲学 2 (2)
経済学 2 (2)

スポーツ科学 2 (2)
人権論 2 (2)

歴史学入門 2 (2)
時事英語 2 (2)
実用英語 2 (2)
英語講読 2 (2)
中国語 I 2 (2)
中国語 II 2
中国語 III 2
韓国語 I 2 (2)
韓国語 II 2
韓国語 III 2
ドイツ語 I 2 (2)
ドイツ語 II 2
ドイツ語 III 2

3 以上

78 以上 30 26 26 26 16 16

授　　業　　科　　目
毎　週　授　業　時　数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年単位数

2

平成２３年度 ４ 年

数
学

英
語

必
修
科
目

国
語

3
3
2

社
会

2
2

2
2
6
4
2
4
2

理
科

4
3
2
2
4
2
3
2
2
2
2
1

保
健
・
体
育

1
2
2
2
1
1

選
択
科
目

Ⅰ
群

（
人
文
社
会
科
学
系

）

1

1

Ⅱ
群

（
語
学
系

）

1

1

1

1
必修科目修得小計 75

1

2単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1

1単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

1
1
1
1
1
1
1
1

選択科目修得小計 6

備　　　　　　考

以上
一般科目修得合計 16 以上

1



専門科目 材料工学科

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2

2 2
2
2 2

2
2

2 2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2 2
2 学修単位

2
2
2

2 2
2

2
2 2

2 2
2 2

2
2 2

2
2

2
2

2 学修単位
2 学修単位

4
4

4
6
6

6
6

6
4 12

2 4 6 12 20 20 30 24 24 24
2 4年編入生のみ履修可
2

2
2

2
2

4
2

3 以上

89 以上 2 4 6 12 20 20

修得単位数総計
必修科目 30 26 26 26 16 16 2 4 4 0
選択科目 3 以上

小計 78 以上 30 26 26 26 16 16
必修科目 2 4 6 12 20 20 30 24 24 24
選択科目 3 以上

小計 89 以上 2 4 6 12 20 20
167 以上 32 30 32 38 36 36

毎　週　授　業　時　数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

金属材料学 I 2

結晶構造解析

材料組織学

融体加工学
金属材料学 II 1

1
1

材料物性学 II 2

応用物理 II 2

材料合成プロセス 2
物理化学 II 2

図学

無機化学

1
2

金属物理学 II 1

材料化学 I

応用物理 I

応用数学 I

必
修
科
目

材料化学 II

環境工学

塑性加工学

電気化学 II

金属物理学 I

1

情報処理 II

物理化学 I

応用数学 III 1

材料加工実習 2

2

1

2

1

電気化学 I 1

応用数学 II

電気・電子工学概論 2
2

1

情報処理 I

2
情報処理 III

材料物性学 I 1

2
2
1

2
2

材料力学 2

材料評価学 1

1
2

材料工学演習 2

以上

材料化学実験 3

材料工学概論

材料機器分析実験

2
2化学実験

以上

86

短期インターンシップ 1
接合工学 1

1

1

品質管理

以上

以上

基礎設計製図

セラミックス材料学 I 1

総修得単位数
以上

以上

以上

1

専門
86

108

専門科目修得合計 108

16
6

124

6

6

応用物理実験

一般
75

選
択
科
目

選択科目修得小計

金属熱処理論 1

2

材料評価実験

必修科目修得小計

3
卒業研究 8

材料加工実験 3

材料組織実験 3
材料物性実験 3

工業英語 

産業デザイン論 1

セラミックス材料学 II 1

材料工学設計製図

機能材料

2

2

3単位以上修得

授　　業　　科　　目 単位数 備　　　　　　考



4M01

2

 
 
      E-1



4M02

1

 
 
      －



4M03

1

 
      A-2



4M04

2

 
 
      A-1 
 



4M05

1

 
 
     A-1



4M06

1

 
 
    B-1



4M07

2

 
 
   B-1



4M08

2

 
 
  B-2



4M09

1

 
 
      B-2



4M10

1

 
 
      B-1



4M11

1

 
      B-1



4M12

2

 
 
   B-2



4M13

2

 
 
      B-1



4M14

2

 
      B-1 
      B-2 



4M15

2

 
      E-1



4M16

3

 
 
      C-1 



4M17

3

 
      C-1



4M18

3

 
      C-1



4M19

1

 
      B-1



4M20

1

 
      F-1 
      F-2 
      G-1



4M21

2

 
A-1 
B-3



 

 
 
 

５  年 



平成２３年度 ５ 年 材料工学科

授　　業　　科　　目 単位数
毎　週　授　業　時　数

備　　　　　　考１年 ２年 ３年 ４年 ５年
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

必
修
科
目

国
語

国語 I 3 4 2
国語 II 3 2 4
国語 III 2 2 2

社
会

倫理 2 2 2
地理 2 2 2

世界史 2 2 2
政治・経済 2 2 2

日本史 2 2 2

数
学

数学　I 6 6 6
数学　IIA 4 4 4
数学　IIB 2 2 2
数学　IIIA 4 4 4
数学　IIIB 2 2 2

理
科

物理 4 4 4
化学 I 3 4 2
化学 II 2 2 2
地学 2 2 2

英
語

英語 I 4 4 4
英語演習I 2 2 2

英語II 3 4 2
英語演習 II 2 2 2

英語III 2 2 2
英語演習 III 2 2 2

英語 IV 2 2 2
英語 V 1 2

保
健
・
体
育

保健 1 2
体育 I 2 2 2
体育 II 2 2 2
体育 III 2 2 2
体育 IV 1 2
体育 V 1 2

芸術 美術 1 2
必修科目修得小計 75 30 26 26 26 16 16 2 4 4 0

選
択
科
目

Ⅰ
群

（
人
文
社
会
科
学
系

）

西欧文化論 1 2

2単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

中国思想史 1 2
文化人類学 1 2

法学 1 2
アラブ文化 1 2 (2) (2)
日本思想史 1 2 (2) (2)
技術哲学 1 2 (2)
経済学 1 2 (2)

スポーツ科学 1 2 (2)
人権論 1 2 (2)

歴史学入門 1 2 (2)

Ⅱ
群

（
語
学
系

）

時事英語 1 2 (2)

1単位以上修得（開講科目は変
更する場合がある、修得できな
かった科目は「(2)」で表記されて
いる時期に履修できる）

実用英語 1 2 (2)
英語講読 1 2 (2)
中国語 I 1 2 (2)
中国語 II 1 2
中国語 III 1 2
韓国語 I 1 2 (2)
韓国語 II 1 2
韓国語 III 1 2
ドイツ語 I 1 2 (2)
ドイツ語 II 1 2
ドイツ語 III 1 2

選択科目修得小計 3 以上 6 以上
一般科目修得合計 78 以上 30 26 26 26 16 16 16 以上



専門科目 材料工学科

授　　業　　科　　目 単位数
毎　週　授　業　時　数

備　　　　　　考１年 ２年 ３年 ４年 ５年
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

必
修
科
目

情報処理 I 2 2 2
情報処理 II 2 2 2
情報処理 III 1 2
応用数学 I 2 2 2
応用数学 II 1 2
応用数学 III 1 2
応用物理 I 2 2 2
応用物理 II 2 2 2

材料加工実習 2 2 2
図学 1 2

基礎設計製図 1 2
電気・電子工学概論 2 2 2

無機化学 2 2 2
セラミックス材料学 I 1 2
セラミックス材料学 II 1 2

材料化学 I 2 4
材料化学 II 2 2 2
物理化学 I 2 2 2
物理化学 II 2 2 2

材料合成プロセス 2 2 学修単位
電気化学 I 1 2
電気化学 II 1 2
環境工学 1 2

金属物理学 I 2 2 2
金属物理学 II 1 2
材料物性学 I 1 2
材料物性学 II 2 2 2

材料力学 2 4
塑性加工学 2 2 学修単位
材料組織学 1 2
金属材料学 I 2 2 2
金属材料学 II 1 2
融体加工学 1 2

結晶構造解析 1 2
材料評価学 1 2

材料工学演習 2 2 学修単位
工業英語 I 1 2
工業英語 II 1 2
化学実験 2 4

材料機器分析実験 2 4
応用物理実験 2 4
材料化学実験 3 6
材料組織実験 3 6
材料物性実験 3 6
材料加工実験 3 6
材料評価実験 3 6

卒業研究 8 4 12
必修科目修得小計 86 2 4 8 10 20 20 28 24 24 26

選
択
科
目

材料工学概論 1 2 4年編入生のみ履修可
短期インターンシップ 1 2

3単位以上修得
接合工学 1 2
機能材料 1 2

金属熱処理論 1 2
品質管理 1 2

材料工学設計製図 2 4
産業デザイン論 1 2

選択科目修得小計 3 以上 6 以上
専門科目修得合計 89 以上 2 4 8 10 20 20 108 以上

修得単位数総計

一般
必修科目 75 30 26 26 26 16 16 2 4 4 0
選択科目 3 以上 6 以上

小計 78 以上 30 26 26 26 16 16 16 以上

専門
必修科目 86 2 4 8 10 20 20 28 24 24 26
選択科目 3 以上 6 以上

小計 89 以上 2 4 8 10 20 20 108 以上
総修得単位数 167 以上 32 30 34 36 36 36 124 以上



5M01

1

 
 
 E-1



5M02

1

 
 
      －



5M03

1

 
 
     A-1



5M04

2

 
 
      B-2



5M05

1

 
 
      B-2



5M06

1

 
 
      F-1



5M07

2

 
 
      B-1



5M08

1

 
      B-1



5M09

1

 
 
     B-2



5M10

1

 
 
    B-1 
 



5M11

1

 
 
    B-1 
 



5M12

1

 
 
   E-1



5M13

6

 
 
   C-1



5M14

3

 
 
   C-1



5M15

8

     B-3 
     D-1 
     D-2 
     D-3



5M16

1

 
 
    B-2



5M17

1

 
 
    B-1



5M18

1

 
 
   B-2



5M19

1

“ ”

 
 
   F-2 



5M20

1

F-1 
F-2



 

 
 
 

一般選択科目 
（開講時期は課程表 4，5 年部を参照のこと）



G01

1

A : A-1 
E : F 
S : A-1 
C : A-2 
M : E-1



G02

1

A:A-1   
E:F 
S:A-1 
C:A-2 
M:E-1 



G03

 30 1

  A: A-1 
  E: F 
  S: A-1 
  C: A-2 
  M: F-1   



G04

1

A : A-1 
E : F 
S : A-1 
C : A-2 
M : F-2



G05

1

  A: A-1 
  E: F 
  S: A-1 
  C: A-2 
  M: E-1



G06

1

A :A-1 
E :F 
S :A-1 
C :A-2 
M :F-1



全学科
技術哲学 G07 藤木 篤

　　　　後期 　　講義  選択 　一般 1

「技術とはなにか」という問いに対する、先哲の思索の足跡を追うことによって、「技術」という人
間活動の特徴を理解することを目指す。

A:A-2,A-3 
E:F 
S:A-1 
C:A-2 
M:F-1,F-2

１．技術の哲学が、他の学問分野と極めて密接に結びついた学問分野であることを理解
する。 
２．「設計」の概念を手がかりに、「技術」がもつ哲学的・倫理学的特徴について説明
を行うことができる。 
３．社会における技術と技術者の役割について、独力で考察を行うことができる。

１．イントロダクション - なぜ、現在、技術は哲学の根本問題となるのだろうか？ 
２．プロメテウス神話と哲学的人間学 
３．プラトンの「技術哲学」 
４．古代 (アリストテレス) 
５．中世 (キリスト教) 
６．近代 (F.ベーコン) 
７．近代科学の成立 
８．イデオロギーとしての技術と科学 
９．知識論の「技術論的」転回 
10．技術決定論と社会構成主義 
11．技術の解釈学 
12．技術の「創造性」と設計の原理 
13．フェミニズムの観点 
14．技術との新たな付き合い方を求めて - ジョン・デューイとハンス・ヨナス  
15．日本における技術哲学 - 西田幾多郎、三木清、戸坂潤

教科書：『技術の哲学』村田純一、岩波書店、2009年 
その他の資料は授業中に適宜配布する。

原則として講義形式で授業を行う。

定期試験（中間試験＋期末試験）60%、課題レポート40%を目安として評価する。 
再試験は必要に応じて行う。 
評価基準：60点以上を合格とする。



G08 

1

A :A-1 
E :G 
S :A-1 
C :A-2 
M :F-1



G09

1

A A-1 
E F    
S A-1 
C A-2 
M



G10

1

A : A-1 
E : F 
S : A-1 
C : A-2 
M : F-1



G11

1

  A: A-1 
  E: F 
  S: A-1 
 C: A-2 
  M: F-1



G12

2

G-2, E, -,
E, E-1



G13

1

A:G-2 
E:E 
S:- 
C:E 
M:E-1



G14

1

A: G-2 
E: E 
C: E 
M: E-1



G15

1

A:G-2 
E:E 
S:- 
C:E 
M:E-1   

” ”

” ”
” ” ” ”

” ” ”
” ” ” ”



G16

1

A:G-2 
E:E 
S:- 
C:E 
M:E-1  

· 离 ” ”

” ” ” ”
” ”

” ” ” ”

” ”

”



G17

1

A:G-2 
E:E 
S:- 
C:E 
M:E-1 

”
” ”
” 吧 ”

” ” ” 么 ”
” ” ” ”

” ” ” ”

” ” ” ”
” ” ” ”
” ”

” ”
” ” ” ”

” ”
” ” ” ”



G18

1

A:G-2 
E:E 
S: - 
C:E 
M:E-1



G19

1

A:G-2 
E:E 
S: - 
C:E 
M:E-1



G20

1

A:G-2 
E:E 
S: - 
C:E 
M:E-1



G21

1

A: G-2 
E: E 
S: - 
C: E 
M: E-1    



G22

1

A: G-2 
E: E 
S: - 
C: E 
M: E-1    



G23

1

A: G-2 
E: E 
S: - 
C: E 
M: E-1    
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